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そう思う

だいたい思う

あまり思わない

全く思わない

『大事なことに気がついた

ね。その通りです。』 

（教師コメント） 

 

 

 

 

ＰＤＣＡサイクルを取り入れた家庭学習 

            Ｇチーム研究班 髙橋 廣貴（総合教育センター専門主事） 

  

 小谷村立小谷中学校の数学科では、やらされる家庭

学習からの脱却を目指し、今年度からＰＤＣＡサイ

クルを取り入れた家庭学習を行っています（右図）。 

 授業が終わり、教科担任は家庭学習用のプリント

を１枚配ります。生徒は、そのプリントに本時の授業

に関わる家庭学習の内容を記入します(①)。内容の

設定が難しい生徒には、教師が本時に関係する副教材

のページを示すような支援を行います。ときには、

授業で扱えなかった発展的な問題をやってみるよう

に促すこともありますが、決して強制はしません。

あくまでも、生徒の自主性を尊重します。 

家庭学習を行った後に、振り返りを書きます(②)。 

翌日そこに教科担任がコメントを書き、 

更なる意欲の向上につなげます(③)。 

開始当初、家庭学習の振り返りには、 

「わかった」「よくできた」などの  

表現が目立っていましたが、「代入  

して確かめることもできたし、表の  

書き方も復習して、このページの問  

題は間違えずに解けたのでよかった」  

と、記述内容に質的な高まりが見ら  

れるようになりました。  

 

 

小谷中学校では、年２回 

家庭学習についてのアンケ

ートを行い、生徒の意識の

実態を把握しています。左

のグラフは「あなたにとっ

て家庭学習は自分のために

なっていますか」という質

問に対する回答です。肯定的なとらえが 88％でした。 

やらされる家庭学習ではなく、自ら進んで行う家庭学習の  

１つの取組として、小谷中学校の取組を参考にしてみてはいかが        

でしょうか。 
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『習ったことを

思い出してしっ

かりやる。』 

『ｘの大きさを求める

ときに、けっこう難し

く求めていたけど、錯

角や同位角を使えば簡

単に求められることが

わかった。』 

① 

② 
③ 

〈家庭学習用のプリント〉 


